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司会　本日は、お集まりいただきありがとうご

迎えるにあたり、苦労した点、実務で変化を感
じた点などを語って頂ければと思います。
岡野　私は公益法人の初年度に理事長に選任さ
れました。生田目正秋前理事長や入澤副理事長
ら公益法人移行推進委員会のメンバーの皆さん

設立したものを 月の定時総会で引き継ぎまし
た。公益法人になれば、その看板で仕事が増え
るかと思っていましたが、そう甘くはありませ
んでした。多くの官公署で入札を経ないと受託
できない状況下で、当協会の見積額も決して高
くないのですが、他に想定外の低額な入札もあ
って落札できず、新たな受託の推進という面で

大川　私は設立の準備期間も含めて、「公益」
というものに何度も頭をぶつけました。当協会
は、もともと官公署が専門的な登記が難しいの
でどこかに頼みたい、というところから始まっ
ていて、すでに受託案件があって発足した組織
です。ところがそうした活動だけでは公益とそ
ぐわない。「公益の主旨」が分かったのがこの

森越　私も「公益法人とは」ということが大き
なテーマでした。それを具体化した一例が「公
開市民講座（遺言・相続）」です。今まで官公
署向けだった当協会の活動を、一般市民の方た
ちにももっと認識してもらうため、具体的にど
う展開すればいいか、と頭を悩ませながらやっ

司会　お三方ありがとうございます。かたや協
会の執務では何か変化はありましたか？
入澤　私は経理部長を兼務しているので会計に
ついてお話しします。公益法人は「公益法人会
計」に基づいた処理が求められるため、顧問の
税理士法人のアドバイスを受けながら、適切処

て先に予算を立てるという作業で、試行錯誤の

測のために遊休財産額を毎月計算したり、財務
の三基準を予算でも決算でも満たしているかに

司会　対外的な反響はいかがでしたか？
大川　仮に一般社団を選択したら、なぜ一般社
団かという説明が困難ですね。公益社団を選択
したのでその点の説明は不要でした。
岡野　もともと旧民法法人は公益が目的なの

、長事理副夫保川大、長事理史直野岡 ：者席出
森越憲一専務理事、入澤昭彦副理事
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で、当協会では何の疑問もなく当然に公益移行
だという流れでした。今までも民法法人で公益
目的の団体という点をセールスポイントにして
きましたので。
司会　同じ公嘱協会でも、公益に移ったところ
とそうでない所があるのですね。
岡野　全国で（司法書士）公嘱協会は５０協会あ
り、その中で公益社団法人になったのは確か ８
法人です。それ以外は公益認定を受けるのはハ
ードルが高いということで一般社団法人に移行
したり、中には解散した協会もあります。
司会　われわれ社員も、そういった協会の苦労
の末に設立した公益社団法人に所属していられ
るのは、大変ありがたいです。 １年目を終え
て、 ２年目の展望はどうでしょうか。
森越　せっかく努力して勝ち取った公益認定な
ので、もっと対外的にＰＲをしたいです。本来
の「嘱託登記を通じて若い社員の方々と連携し
ていく」という目的を全面に押し出して「公
益」と ２つ合わせてＰＲ活動を行いたい。
広報室　新人向けの研修もあるそうですね。
森越　はい、協会が若手司法書士の育成も担っ
ていければと思います。例えば相続登記におい
ての戸籍の読み方や集め方、あと立会い決済の
場で司法書士は何をすべきか、といった新人研
修のプログラムを組んでいます。
広報室　規模や頻度はどれくらいでしょうか？
森越　 6 ～ ７ 人の小規模なゼミナール方式です
ね。毎月 １回ペースで（司法書士として）最低
限知っておくべき登記実務や知識を伝授してい
く場にしたいです。
司会　それは新人には嬉しい限りですね。他に
広報室から何か質問はありませんか？
広報室　岡野理事長、協会としてのこれからに
ついて、いかがでしょうか。
岡野　この １年はとにかく五里霧中で、法人の
内部的なことを一生懸命、よくやったと思いま
す。そのうえで当協会は嘱託登記がメインなの
で、受託面でも頑張らなければなりません。も
う １つは社員の意識改革です。当協会は「官公
署から仕事をもらって収益を上げよう」という
団体ではなく、司法書士が持っている能力を官
公署の公益事業に役立てるために存続していま
す。多くの社員はそれを分かっていますが、中
には「公嘱協会は仕事を分けてもらう所」とい
う認識が残っていて、これを何とか啓蒙してい
きたいと思っています。
大川　いわば協会の活動は司法書士会の広報で
もあるので、１００ある自分の時間の １時間は公

嘱協会に使おうという発想で、広報の意識を持
ってもらえれば良い方向に回転するんじゃない
かなと思うのですが、伝え方は難しいですね。
岡野　当協会もたくさん仕事を受託して、多く
の社員が嘱託登記に関与する機会を増やしてい
きたいです。しかし、単に社員の収益向上を目
指すのではありません。例えると、高速道路は
道路業者のために作るのではなく、地域の流通
を良くするとか、大きな公益的観点から道路網
を整備するのですよね。同様に当協会も司法書
士の制度を官公署に役に立つ形で受託を頂い
て、それを社員の方が担当することで大きな目
的を遂行していきたいと考えています。
司会　社員や地区幹事の単位では、何を頑張れ
ばよいですか？
岡野　今は啓蒙ですね。「司法書士の持つ能力
をフル活用してください」と各自治体に伝えて
もらって、仕事を受託できればそれ相応の報酬
は出ますので、社員も結果として潤うというサ
イクルでやってもらえればいいですね。
大川　例えば（司法書士でない）見知らぬ人が
立会に来て誰が権利証を預けますか、皆さん司
法書士という資格に預けているわけで、その信
頼はわれわれの諸先輩の蓄積ですからね。
森越　司法書士の関連団体で、真正面から登記
業務を守っていく活動ができるのは当協会だけ
だと思っています。それにはやはり登記のスキ
ルアップを図るしかない。
広報室　そうですね、簡裁代理や成年後見もあ
りますが、やはり登記は司法書士の本来業務で
すし。新人さんにも登記に対する意識を持って
いただくことが大切ですね。
森越　例えば弁護士さんも調停調書をつくる際
に「これで登記ができますか？」と我々に問合
わせてくれます。司法書士の登記というスキル
を僕らが失ってしまったら、生き残っていけな
いかもしれない。自分たちの専門分野である登
記について前向きに取り組んでいける団体は当
協会だけと自負しています。
大川　公開市民講座も単なるボランティアでは
ないのですよ。嘱託登記の前提で権利調査をし
ますが、相続登記が未了だと次に進めない。嘱
託登記をスムーズに進めるための手段としてや
っているということをお伝えしたいですね。
岡野　相続がスムーズだと嘱託登記案件は来な
くなる訳です。でも、そこが公益なんです。
司会　本日は大変有意義な座談会になりまし
た。本当にありがとうございました。
一同　ありがとうございました。
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平成２6年 ３ 月 ３ 日、午後 6時より公益社団法
人東京公共嘱託登記司法書士協会の平成２５年度
第 ２回地区幹事会が日司連ホールで幹事２6名、
副幹事等２４名、執行部１6名出席のもと、開催さ
れました。
皆川邦彦常任理事の司会で始まり、今回から
支部幹事だけではなく、副幹事の出席も多数あ
り、いつもより多い人数で行われました。以
下、各報告等の要旨をご報告致します。

１　理事長挨拶　岡野直史理事長
当協会も、公益認定を受け早 １年が経ちまし
た。今後、各地区でも地区総会を開催して頂
き、地区の社員の皆様に一年を総括して頂きた
いと思います。なお、公嘱の受託件数も年々減
少していますので、幹事の皆様には、関係機関
にアピールをお願いしたいと思います。

２　事務局紹介　森越憲一専務理事　
当協会は、公益社団法人となって、今までの
事務局の方が派遣社員から直接雇用になった旨
の報告と、事務局スタッフ ２名の紹介がありま
した。

３　企画部　皆川邦彦常任理事
平成２6年 ３ 月２８日に表示登記についての研修
を予定しています。実務でも、未登記建物の相
続案件や分筆登記等で土地家屋調査士との連携
も必須です。この機会に、土地家屋調査士の業
務について知っておきましょう。社員は無料で
受講できます。

４　経理部　入澤昭彦副理事長
本年度は、公益法人初年度として試行錯誤の
年になりました。収支予算書を都庁に提出しな
ければなりませんでしたし、会計の手続きが今
までと違い、対応に追われました。いろいろ求
められることも多く、収支バランスのとれた予
算とその行使を行うといった使命もあります。
その為、来年度から理事、地区幹事の手当等を
減額することになりました。皆様のご理解をお
願い致します。

５　総務部　永井正己常任理事
事務スタッフが直接雇用となりましたが、事
務局の電話の対応が、 ５時まで繋がります。若
干、電話の繋がる時間が短縮しますが、ご理解
をお願い致します。
また、来年度は新入の社員のために、不動産
登記の研修会を考えています。実務がまったく
未経験の方を対象に、戸籍の見方から登記申
請、その他実務に直結した研修会の開催を予定
しています。

6　地区報告
①府中地区　丸山修由幹事
府中市から受託している業務内容について
国分寺駅北口の再開発は終了しました。ま
た、権利変換計画に伴う登記が出てくる可能性
があります。
契約中は、狭隘道路拡幅事業で、 ４ｍ以上の
道路用地を確保するため、拡幅・隅切り用地の
寄付を原因とする所有権移転登記がきます。住
所変更登記、相続登記等を代位で行います。ま
た、担保権の抹消登記も代位で行います。たま
に、墓地の登記・お寺の境内を寄付する登記、
被後見人の所有地や外国にいる地権者の登記の
手配もあります。さらに道路法の適用を受けな
い法定外公共物の登記などがありましたが、年
々減少してきています。

②立川地区　戸花靖典幹事
立川・多摩・町田地区の合同で、奥多摩町の
広大な森林の、地上権抹消登記を担当していま
す。明治４４年につけられていたものなので、９９
件の抹消登記で９９件の相続人を探す作業から入
っています。相続人が １，５００人くらい出てきて
しまい大変でしたが、地上権を相続による移転
をし、相続人から承諾書を頂き、抹消する方法
を取っています。当事者には、住所不定の方が
いる、不在者財産管理人選任の申立てに加え、
外国に在住の関係者は、アメリカ・シンガポー
ル・ケニアに及び、あと ２年くらいかかると思
います。

７　研修　区画整理事業について　山田猛司相
談役

８　研修　都市再開発事業について　杉山昭子
常任理事

９　閉会の挨拶　肥口ふみ枝副理事長
たくさんの幹事、副幹事に参加して頂きあり
がとうございました。研修も取り入れてみまし
た。現在、公嘱協会は厳しい財政状況ですの
で、社員の増員にもご協力をお願いいたしま
す。

（所感）
今回は、出席者が多く、さらに研修も幹事会
に組み込まれ、いつもとは違ったピリッとした
雰囲気を感じました。研修は個人的にはとても
興味のある内容で、文章を読むだけではわかり
づらい区画整理や再開発の概要についてでし
た。講師の先生のテンポのよい説明で、区画整
理と都市開発の種類と違い、手続きのイメージ
が出来ました。幹事会の報告もテキパキと終了
し、研修も受けられて、少しお得感のある幹事
会でした。

平成２5年度第２回地区幹事会報告
世田谷地区幹事 池上 真美子
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司法書士の業務範囲が広がりつつある昨今で
すが、その半面、登記業務に携わる機会が減っ
ているのも実情ではないでしょうか。司法書士
向け研修にしても登記以外のテーマが多いよう
に感じます。

そこで、従来より『登記業務』をテーマとし
た研修を数多く企画、開催し好評を得ている公
益社団法人東京公共嘱託登記司法書士協会で
は、今までのノウハウを活かすべく、新入社員
を対象とした『登記実務の基礎研修』を継続的
に提供することといたしました。

第 １回研修会『相続登記の実務の基礎』につ
いて、以下のとおりご報告いたします。

平成２6年 ３ 月１８日（火）午後 6時より、司法
書士会館 ７階第 ２会議室にて『相続登記の実務
の基礎』と題して、新人向けの研修会を開催し
ました。講師は、北・荒川地区幹事の片桐弘乃
さんです。登記の研修会というと、大ベテラン
の司法書士が登場して…というのが一般的です
が、今回はフレッシュな片桐さんを講師として
迎え、定員１０名のゼミ形式でおこないました。
ゼミ形式とあって和やかな雰囲気で始まりまし
た。

研修のメインテーマとして、片桐さんが初め
て受託した相続案件を扱いました。相続人との
最初の面談から始まり、実際の業務の手順に従
って重要なポイント、うっかりしがちな事など
解説されました。実際に使用した添付書類等が
資料として提供されたこともあり、とてもリア
リティのある内容だったのではないでしょう
か。

各事務所で実際に使っている相談票、登記必
要書類の案内、職務上請求の記載方法など、す
ぐに使える書式なども提供されたので、新人司
法書士にとってはお得感満載だったと思いま
す。

後半のフリートークでは、ちょっと聞きにく
い話も飛び出しました。オブザーバーとして出
席していた嘱託協会の理事たちから、本音ベー
スのナイスアドバイスもあり、ますます和やか
な雰囲気の中、お開きとなりました。

この新人向け研修は今後継続的に開催してい
く予定です。興味のある方、社員以外の方も大
歓迎です。どうぞご参加ください。

【研修報告（不動産登記実務研修会）】
常任理事 渡邊　央
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昨年の台風２6号による土砂災害を被った伊豆
大島町に、義援金をお届けし、現状視察すべ
く、当協会岡野理事長率いる総勢１２名が、 ３月
１日正午竹芝桟橋に集合、高速ジェット船で約
二時間、伊豆大島に到着しました。
船は通常であれば中心地区に近い元町港に到
着しますが、天候不順のため岡田港に着岸しま
した。港では本日の宿の主が私たちの到着を待
っていてくれました。移動の車中では、旅館の
主に、町の状況や土砂災害のことなど伺わせて
いただきました。島では逃げ道がないので、犯
罪はまず発生しないこと、大島高校の敷地面積
は東京ドーム ３個分の広さであること、その他
今回の土砂災害について少しだけお話伺うこと
が出来ました。
元町地区で開業の当協会社員小此木司法書士
の案内により、町長への義援金目録の贈呈及び
会談ののち、被害の跡を視察しました。昨年１０
月から約半年が経過した状況で、海に向かう少
し谷になっている小川を埋め尽くしていた土砂
も撤去され、両側のガードレールも、急拵えの
真新しいものとなり、ただ私有地に一階部分に
大打撃を受けている建物と、集まった土砂の山
を稀に見かけるだけでした。
紙面の都合上視察後のことは割愛しまして、
翌日は観光という計画でした。生憎の雨模様の
伊豆大島は、椿の花が見頃で、あんこさんのガ
イドによるバスツワーに参加しました。あんこ
椿は恋の花は、バスツワーで寄る大方の施設で
流れていて、バスガイドさんもツワー終盤にア
カペラで歌っていました。ちなみに「あんこ」
とは「お姉さん」が訛った言葉とのことでした。
バスガイドさんの話しで記憶に残ったこと

は、１９８6年の伊豆大島噴火の際の経験談です。
あんこさんは当時小学生で、いつもとは違う噴
火の音を聞き、学校から実家まで頑張って帰る
さなか、火柱を何本も見て、島が割れるかと思
ったという話しや、電気のつながっているうち
に母親がご飯を炊いておにぎりを作ってくれた
こと、そのおにぎりの有り難いことや、不安の
なかで飴玉一個でもあれば心理的に落ち着くこ
とが出来たという話しは、当時を経験した人に
しか聞けないことでありました。
それ以後、伊豆大島では各家庭に防災無線が
備えられていて、電話がつながらなくなっても
情報を得ることが出来るような体制になってい
たにも関わらず、今回の大雨による土砂災害で
は、深夜でも １時間程度の豪雨は伊豆大島では
よくあることで、しかし今回はそれが ２時間、
３時間と続いてしまったとのことでした。その
話しを聞いて思ったことは、東日本大震災以
降、想定外と言う言葉を耳にしては、想定すべ
きだったのではないかという批判も、自然災害
の前には虚しく、想定外のことが起こるという
ことを、私たち一人ひとりが再認識しなければ
ならないのではないか、ということでした。
私たちが伊豆大島に行った ３月 １日 ２日は椿
まつり期間中で、東京都は、同期間中に大島へ
来訪する旅客に対して運賃補助をしていまし
た。期間は過ぎてしまいましたが、伊豆大島に
観光することが復興支援につながりますので、
私も今度は天候の良い日をめがけて再度行って
みたいと思います。

常任理事 入沢　修自

大島旅行記
（災害復興寄付と現地訪問の模様）
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先日公嘱の方何人かで三栄通りの中華料
理屋で食事をしていた時に、大島や放射能
の話が出ていたので、僕も関わっている、
最近の東京災害支援ネット（とすねっと）
の近況等を。
その前に、とすねっととは、主に都内に
おいて東日本大震災の被災者や福島原発事
故の被害者を支援する活動に携わっている
弁護士・司法書士・市民等のボランティア
・グループで、その他都内の災害支援とい
うことで、大島の台風被害や、奥多摩の大
雪に対しても意見書要望書等を提出するな
どして支援しています。
ご存じの通り、原発事故による放射能の
影響を懸念して避難する方が全国に多くい
ます。都内にも約８０００人（平成２6年 ２ 月現
在）の方が避難をしています。今、国はそ
ういった避難者に対して、帰還させるよう
な政策を打ち出していますが、しかし、本
当に帰ってもよい状況なのでしょうか。
放射線は目に見えないので実感がなく、
数値でしか測れないばかりか、測る場所に
よって数値が違う。また、その影響は今の
ところ不明であると言われているが、不明
であれば近寄らないのは当たり前の話では
ないでしょうか。
最近国は、一応避難先等への移住も認め
るようになったが、移住を認めても、すで
に長期にわたる避難生活により経済的に疲
弊している避難者に対しては、経済的支援
がなければ、事実上帰還せざるを得ないの
です。つまり、移住するってことは、避難
ではないから援助はいらないよねというこ
とになってしまうのです。実際、これまで
避難者の支援が打ち切られてきました。ま
た、これからも打ち切られようとしていま
す。
避難するのは当然のことで、特に放射能
の影響を受けやすい小さな子どもがいる家
庭ではなおさらです。また、福島県だけに
限らず、各地に存在する、いわゆるホット
スポットにいる家庭も含め、避難したくて
も支援が全くないため避難できない家庭も
多くあります。そのため、少なくとも居住
地で体調に異変があれば医療を受けられる
体制を整える必要があり、また適切な検査
を定期的に受け、早期に異変を発見する必
要があるのです。とすねっとでは、そのよ

うな内容を含む要望書を ３月１４日に提出し
ました。
先日、原発事故以来、多くの首都圏の大
人や子どもの血液検査や甲状腺エコー検査
を行ってきた医師の話を聞く機会がありま
したが、その医師が言うには、今行われて
いる検査内容だけでは不十分であり、特に
血液検査に関してより専門的な検査をした
ほうがよいとのこと。さらに、すでに異常
が認められる状況であるということなの
で、可能であれば移住をしていただきた
い。そうでなければ、少なくとも放射能の
影響のない場所への保養を積極的に行って
ほしいとのことでした。
正確な回答を得るためには、正しい問い
が必要だとかって誰かが言ってましたが、
国は、避難者に対して、「帰りたい」か
「帰りたくないか」だけを聞くのは正しい
問いではありません。その問いだと、ほと
んどの人が帰りたいということになってし
まいます。
先日とすねっとでは避難者集会を開催し
たのですが、その際、避難者の一人は、避
難者には早く帰りたいと言わせ、帰還政策
を促進させようとしているようであると言
っていました。確かに、放射能の情報に関
してはテレビでも情報操作を行うような昨
今、たとえば「いわきの復興を妨げている
のは放射能を恐れる心です」などというキ
ャンペーンが行われているようで、放射能
を恐れ避難すること自体がよくない行為で
あるかのように扱われています。
放射線の影響で何らかの病気になる可能
性があるのであれば、その予防を行うのは
当然ではないでしょうか。
先日来日していた、国連人権理事会の特
別報告者も言っていましたが、今の国の施
策は国際基準からも大きくかけ離れていま
す。また、担当省庁の官僚の勉強不足が露
呈し、さらに、その担当省庁は、私たちに
対して、避難している当事者の話は直接は
聞かないと明言しました。つまりは、当事
者の意見が反映されていない施策を行って
いるということで、あまりにもおかしな事
態になっています。
日頃、法律教室などを通じて事前に予防
することの大切さを学生に教えに行ってい
ますが、あらかじめ正しい知識や情報を持
ち、後に備えておくことは重要なはずだと
思います。
と、何かだらだら思うことを書いていた
ら、愚痴っぽくなってきたのでこの辺で。

江戸川地区　山田　修司
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■本協会取扱い事件納品状況一覧（平成 年 月 日～平成 年 月 日）

発注機関名 受託の概要 件数

東京都住宅供給公社

賃借権登記の抹消

分譲住宅の所有権移転登記及び抵当権抹消

公社物件上の抵当権抹消登記

公社物件の所有権保存登記

東京都第三建設事務所 公共嘱託登記に係る権利関係調査等業務 一式

練馬区 狭隘道路拡幅整備に伴う所有権移転登記業務

調布市 狭隘道路拡幅整備に伴う所有権移転及び表示
変更等登記並びに抵当権抹消登記業務

府中市

狭隘道路拡幅整備に伴う所有権移転登記業務

狭隘道路拡幅整備に伴う所有権移転登記並び
に抵当権抹消登記業務
法定外公共物の権利保全のための所有権保存
登記業務

国分寺市 国分寺駅北口地区都市再開発法第 条登記業
務

武蔵野市 所有権保存登記及び所有権移転登記業務

奥多摩町
寄付による所有権移転登記業務

カ年地上権に関する権利調査及び相続登記
並びに抹消登記業務

合計

■編集後記

広報室に加入して今号で初めて編集長を担当しました。巻頭企画「座
談会」では、執行部の皆様、熱意にあふれたご意見をありがとうござ
いました。大島訪問は、義援金のお届けと、訪れることが復興の一助
になればとの思いから。島に古くから自生する大島桜は染井吉野や河

を利用してお出かけされてはいかがでしょうか。さて最近、当誌の印
象がすこし華やかになったとお感じのかた。表紙の枠の色が青×黄か

ＲＬは表紙に記載）にはバックナンバーを掲載しています。山野の草
木花は早春の黄色い花から春の盛りの桜・桃・つつじへと移ります。
当誌も新しい表紙で一層の内容充実に努めて参ります。これからもハ
ロ・ハロ・ガーデン公嘱をどうぞよろしくお願いいたします。
 （工藤麻由美）

公嘱協会広報室

渡邊　　央（渋　谷）
入沢　修自（多　摩）
清家　鉄平（町　田）
工藤　麻由美（ 港 ）


